
令和５年度 北区組織目標 

組織名 北区 区長 丸 山  寛 

組織の目的・

方向性 

区民と作り上げた北区区ビジョンまちづくり計画に掲げる目指す区の

すがたの実現に向け、区の魅力をさらに発信し、より良いまちづくりを

進めていきます。 

（参考） 

関連する総合

計画における

政策指標※

・ 新潟市に住み続けたい市民の割合 

・ 将来世代のことも大切にした持続可能なまちづくりが進んでいる 

と思う市民の割合 

・ 地域団体、民間事業者、学校など多様な主体との協働数 

※政策指標…目指す都市像の実現や、総合指標の目標達成を図るうえで、各分
野において特に重視する指標。各分野の政策指標は市役所全体で
共有し、組織横断で目標達成に向けて取り組みます。 

北区組織目標 

「潟と大河と日本海、水の恵みに育まれ、人と人とがつながり、心豊かに支え

合い、発展するまち」を区の将来像に掲げ、北区の強みである自然環境の魅力、

若者の発想、民間企業の専門的知見を生かし、多様な団体と連携して住み続け

たくなるまちづくりに取り組みます。 

〔重点目標〕 

１ 水辺の保全活動、自然観察会を通じてふるさとへの愛着を育むとともに、

その魅力をさらに発信し、交流人口の拡大につとめます。 

２ 大学生など若者の柔軟な発想や、多くの団体との連携により生まれるアイ

デアを生かし、地域商業のにぎわいづくりや空き店舗活用などに取り組みま

す。 

３ 地域の大学や医療機関との連携により、高齢化への対応を進めるととも

に、地域で支えあう子育ての取組み支援につとめます。 

４ 地域での避難所運営体制立ち上げや避難所運営訓練のサポートに取組み、

安心・安全で住みよいまちづくりに取り組みます。 

※重点目標における指標や取組状況は、各課組織目標をご覧ください。

評価 

取
組
結
果

重点目標の達成状況 目標数 ４ 達成数 ４ 

１ 地域と協働で水辺の保全活動や自然観察会を実施し、十二潟の活動では環境

大臣表彰を受けました。また、官民協働による松浜海岸の砂丘における環境保全

と飛砂対策に取り組みました。 

２ 露店市場を活用した葛塚エリアの「うまいもん市場」や松浜エリアの「こら

っせ松浜市」のほか、キテ・ミテ・キタ区フードフェスタの開催など地域の賑わ

いを創出しました。 

３ 高齢者対策は、６５歳以上の希望者への「もの忘れ検診」など適切な高齢者

支援につなげるよう取り組み、子育て支援は、地域団体での子育て支援関連イベ

ント開催や講座への講師派遣など子育てを支える地域の実現を図りました。 

４ 避難所運営体制の立ち上げは、木崎地区、早通地区におけるワークショップ

などの支援を行い３避難所で運営組織が立ち上がり、これまでの累計で４地区、

１４避難所における運営体制が構築されました。 



今
後
の
方
向
性

１ 引き続き、地域と連携しながら水辺環境の保全活動や次世代担い手の育成を

図るとともに、官民協働による海辺の環境保全と魅力づくりに取り組みながら、

さらなる魅力の発信と交流人口の拡大に努めます。 

２ 地域との連携により生まれるアイディアを生かしながら、創意工夫し、地域

商業の賑わいを創出します。 

３ 高齢者支援については、検診事業を多くの方が受診していただけるように周

知に努め、医師会や包括支援センターなどと連携し受診後のフォローにつなげ

ます。また、子育て支援については、講座の実施やイベントの企画検討を進め、

地域で支えあう子育て支援に取り組みます。 

４ 避難所運営体制の立ち上げについては、令和７年度の事業最終年度に向けて、

引き続き新たな運営体制立ち上げ支援を実施し、安心・安全で住みよいまちづ

くりを進めます。 


